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費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

【費用対効果分析】

百万円

H9年度 ～ H26年度

B/C＝　　　

※ 算定基礎の要因に重大な変化が認められる場合は、費用対効果分析を実施する。

【要因変化の分析】

・事業費は、約0.4億円の減額となった。

・工期は、約２年の延伸となった。

・費用便益比は、再評価時と比較し同程度である。

(2) 事業の効果の発現状況

【事業の効果の発現状況】

【事業の効果の発現状況に対する評価】

・

・

アクセス性が向上したことで、地域観光の振興及び地域住民の利便性の向上に寄与している。

災害時等における救急活動や緊急物資輸送の円滑化が図られ、地域住民の安心・安全の確保に寄与し
ている。

・

　〇延長　　　Ｌ＝３．０ｋｍ
　〇幅員　　　全幅１０．０ｍ（車道３．０ｍ×２＝６．０ｍ、歩道２．５ｍ（片側））
　〇道路区分　第３種第３級

事業採択時・計画変更時・再評価時

平成２３年度

事業期間

事 業 名

事業内容

事 業 場 所

事 業 主 体

総 事 業 費

費用対便益比

事業目的

9

1997 2016

事 業 費

工 期

(1) 

区 分

公 共 事 業 事 後 評 価 調 書

3,720

28

　一般国道４３７号は、愛媛県松山市を起点とし、周防大島町を経由して岩国市に至る幹
線道路であるが、当該区間は幅員が狭く、線形も悪いことから、バス路線でありながら大
型車の離合が困難な状況であり、地域住民の安全な交通に支障をきたしている。
　このため、当該区間を整備することにより、地域住民の利便性の向上、安全で円滑な交
通の確保を図るものである。

3,761

1.4

評 価 基 準 年

当該区間の整備により、大型車の離合が困難な箇所が解消され、伊保田地区から周防大島町役場への
アクセス性が向上した。

伊保田地区～周防大島町役場の移動時間：約５３分→約４８分　※約５分短縮

１ 事業概要

２ 事後評価の視点

番号４-１
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(3) 事業実施による環境の変化

【変化の状況】

① 自然環境への影響

・ 道路整備による海域の埋立及び土地の改変を最小限に留め、自然環境への影響の軽減に努めた。

（海域埋立：約１ha、畑及び森林の減少：約４ha）

② 生活・住環境等への影響

・ 車道の拡幅及び歩道整備により、交通の安全性が向上し、沿道の生活環境の改善が図られた。

③ 環境保全対策の効果の発現状況（措置を講じた場合）

・ 埋蔵文化財調査を実施し、歴史文化の記録保存を行った。

(4) 社会経済情勢の変化

【変化の状況】

① 社会経済状況及び事業環境等の変化

・ なぎさ水族館の入館者数が増加するなど、地域観光の振興につながっている。

② 関連計画・関連事業の状況の変化

・

(5) 今後の事後評価の必要性

なし

(6) 改善措置の必要性

なし

(7) 同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

なし

現在、県内の当該路線の未整備区間において、継続して整備を進めており、地域住民の利便性の更な
る向上が期待される。
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一般国道437号　逗子ヶ
ずしがはま

浜拡幅　道路改築事業

事業箇所

一般国道４３7号
ずしがはま

【逗子ヶ浜拡幅】
L=3.0km

W=6.0（10.0）m

437

平面図

標準断面図

写真

整備後の状況 整備後の状況

※「この地図は、国土地理院の地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。」
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